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令和７年度 第２回 教育研究所運営に関する懇話会 議事録 

◆ 日 時 令和８年１月 23日（金）10：00～11：30 

◆ 会 場 教育研究所 第２研修室 

◆ 出席者 座長 山崎 亨 （小学校校長会長） 

 運営委員 米持 正伸 （横須賀総合高等学校校長） 

 〃 三宅 豊 （中学校長会長）  

 〃 浦嶋 愛 （野比小学校 校長） 

 〃 新田 将之 （久里浜中学校 校長） 

 〃 鈴木 史洋 （教育指導課課長） 

 教育研究所職員 杉戸 美和 （教育研究所長） 

 〃 宮原 充宏 （教育情報担当課長） 

 〃 田山 雅也 （主査指導主事） 

 〃 伊東 誠司 （主査指導主事：研修・調査研究担当） 

 〃 淺見 浩 （指導主事：研修・調査研究担当） 

 〃 濱田 広治 （係長：管理運営係） 

 〃 岸上 哲大 （指導主事：ICT活用進担当） 

 〃 三ツ堀 幸正 （主査：ICT環境整備担当） 

他 指導主事５名 

 

◆ 傍聴者 １名 

◆ 次 第 （司会：教育研究所 主査指導主事 田山、記録：会計年度職員 棚橋） 

1. 議事進行上の確認事項 

傍聴に関する確認 

2. 開会 

3. 所長・担当課長挨拶 

4. 議事 

（１）令和７年度 教育研究所 事業報告 

① 事業報告概要について・・・・・・・・・・・・杉戸教育研究所長 

宮原教育情報担当課長 

② 研修・調査研究担当事業（研修）について・・・伊東主査指導主事 

③ 研修・調査研究担当事業（理科）について・・・淺見指導主事 

④ 研修・調査研究担当事業（調査研究）・人権教育事業について 

・・・田山主査指導主事 
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⑤ 管理運営係事業について・・・・・・・・・・  濱田係長 

⑥ ICT 活用推進担当事業について・・・・・・・  岸上指導主事 

⑦ ICT 環境整備担当事業について・・・・・・・・三ツ堀主査 

 

（２）今後に向けて 

 

5. 連 絡 

6. 閉 会 

 

[資 料] 

1. 教育研究所の運営に関する懇話会第２回次第 

2. 教育研究所運営に関する懇話会の傍聴要領 

3. 令和７年度 教育研究所 成果と課題 

4. 教育研究所諸事業に関する意見用紙（集約） 

5. 令和７年度 教育研究所 要覧 

※ 「令和７年度 教育研究所 要覧」につきましては、第１回で配布したもの

をお持ちください。 

 

◆ 議事録 

1. 開会（進行：主査指導主事 田山） 

2. 教育研究所長・教育情報担当課長あいさつ 

3. 議事進行上の確認事項（進行：山崎座長） 

教育研究所運営に関する懇話会の傍聴要領 

傍聴者１名 

4. 議事：令和７年度教育研究所事業報告についての説明及び質疑 

（１）令和７年度教育研究所の基本方針・重点         杉戸・宮原 

（２）研修・調査研究担当事業について            伊東・淺見・田山 

（３）人権教育推進事業について                   田山 

（４）管理運営係事業について                濱田 

（５）ICT活用推進担当事業について                       岸上 

（６）ICT環境整備担当事業について              三ツ堀 

（７）質問・意見等 
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（時間：51分）  

【山崎議長】： 

質問が終わりましたら、その後に意見をお伺いするお時間を作りますので、質問がある方

は挙手をお願いいたします。 

【米持校長】： 

よろしくお願いします。まず、研修、調査・研究事業において、生成 AIを活用した振り

返りの分析を行われたと伺いました。非常に興味がある部分ですけれども、この分析を行う

にあたって、教員研修がありましたときに皆さんが感想を入力していると思います。その入

力したデータをそのまま AIに中身を読ませることによって分析が出てくるような感じなの

でしょうか。そのあたりの仕組みを少し教えていただければと思っております。それが一点

です。 

それから人権研修について伺いましたが、そのなかで今までで一番心が動かされた研修

であったという感想があったとおっしゃいました。一体どのような内容に対して、その人が

心動かされたのかと非常に気になるところで、もし内容を教えていただければと思います。

それから田戸小学校でも、先生方の人権感覚が非常に磨かれているというふうに田山さん

が感じられたという点がありましたが、この辺も一体どのようなところからその様子が感

じられたのか教えていただければと思います。社会の中で教員の色々な不祥事等を耳にす

る中で、やはり教員の人権感覚をきちっと磨いていく、持っていくということは非常に各学

校でも課題だと思います。バッドニュースばかりではなく、よい話も我々のほうでしながら、

「こういうよい日本に向かって頑張りましょう」という話をしたいと思っておりますので、

ぜひよろしくお願いします。 

それから、管理運営事業部門で築 70年以上を目指して管理を行っているというお話を伺

いました。そこでちょっと気になるのですが、この教育研究所はそもそも建って何年経って

いるのでしょうか。この研究所もゆくゆくは建て替えを迎えるのではないかなと思います

が、そのような見通しが遠いのか近いのかといったところを教えていただきたいと思いま

す。 

最後に、ICT活用推進担当事業のアプリケーション、学習に活用するアプリケーションの

活用研修を行っているということを伺いました。その中で、オンラインで研修を行ったこと

もあるというご報告がありましたが、これはどういった校種で、何人ぐらいの教員に対して、

どのような内容で行っているのかをお伺いしたいと思います。また、オンラインではなくて、

指導主事等による学校訪問研修も依頼できるのかなと思っているところですが、特に本校

は全日制定時制合わせますと 100 人ぐらいの教員がいるので、そういう教員に対して研修

を依頼するときに、この規模によってオンライン、全体研修という、基準があるのかもお伺

いしたいと思います。以上です。 

【山崎議長】： 

大きく４点だったかと思います。順次担当からお願いします。 
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【田山主査指導主事】： 

ご質問、ありがとうございました。人権のところにつきまして、私からお答えさせていた

だきます。まず、第２回人権教育担当者研修会の講師の方は、川崎市ふれあい館で、ご本人

が在日朝鮮人三世の方になります。もうニュース等で知っている方もいるかと思いますが、

川崎市でヘイトスピーチがあり、まさに川崎市ふれあい館がある桜本という地域へ集団で

おしかけてきました。その時に在日朝鮮人の方も立ち上がったのですけど、一緒に周りの日

本人たちも立ち上がって、そこへ来ないようにという活動を行いました。それでも、やっぱ

り来てしまった。そのときで一番印象的だったのは、その周りの中学校とか、小学校の子ど

もたちが声を上げてくれたということです。「なんで僕らの友達をいじめるんだ」と。そう

いう実際の声やその時の映像を見ていただきながら、本当に子どもたちの人権感覚が育っ

ているというところを実際に見ながら、子どもたちにどう教えていったらよいのか、非常に

私自身も心打たれるような、考えさせるような内容でした。本当に評価も高くて、途中涙さ

れている先生方もいらっしゃいました。 

次に田戸小についてですが、私は前年の段階から何回か研究授業に入らせていただいて

感じているところです。特に教員の子どもたちを見る目と、声のかけ方などに、とても意識

が高くなったと思っています。例えばとても細かいことですけど、子どもを呼び捨てで呼ぶ

ことに対し、先生のほうから、「それってどうかな」「子どもにとって呼び捨てって嬉しいの

かな」と疑問をもち、「呼び捨てで呼ばれるのは嬉しい？」と実際に子どもに聞いてみる。

そういったところを先生自身が「ちょっとこれってどうなのかな」と感じて、実際の教育実

践で行う。それを振り返りで、先生同士でしっかりと話ができる。自分の失敗談でも、例え

ば、子どもを揶揄するような言葉を先生が言ったときに、それを聞いていた他の子もその子

を揶揄するような言葉を言っていた。それを聞いて、その先生は「もうすごい失敗した」と

とても反省していました。自分の言葉を先生同士で反省ができる、先生たちの心や感覚が育

っているというところに、人権感覚がしっかりと磨かれているなと、私は感じています。 

この後、研修については伊東主査から、そして管理運営についての築年数につきましては、

濱田係長から、アプリ研修につきましては、岸上指導主事からご回答をさせていただきます。

よろしくお願いします。  

【伊東主査指導主事】： 

よろしくお願いします。私からは、生成 AIを活用した基本研修の振り返りの分析という

ことで、簡単にご報告させていただきます。今までは、研修の中で振り返りをしていただい

たものに関しては、紙ベースの形にして、研究所内の指導主事で回覧していました。主にご

本人に内容に関してはご本人に聞いてみたり、気になる内容については管理職の先生方に

ご報告をさせていただいたりしながら、研修の内容をフィードバックする形を取らせてい

ただいていました。今回、生成 AIスタディポケットを中心に、主に自由記述の分析を行っ

ております。どのような形をしているかというと、自由記述の中から先生方が印象に残った

内容がどのようなものであったかとか、中心的に扱っていたものは何かというところを、
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我々の研修で伝えたい内容と照らし合わせながら、研修内容の構築などに活用しています。

また、悩みであるとか、授業づくりの中でどのようなことに困難を感じているのかというと

ころも、一気に大量のデータを読み込むことができますので、全体的な傾向などを読み取る

には非常に役に立っていると感じております。今は OJTということで、初任者の先生方の研

究授業に中堅の先生方が関わる研修を実施していますが、例えば初任者の先生方の悩みを

中堅の先生方に共有するなど、異なる研修同士で共有できたらと思います。また、学校を訪

問した際に、先生方が学んだこと、感じていることなどを校長先生方が知りたいというご要

望もありましたので、どのような形で学校に提供できるかも考えながら、今後も生成 AIと

を効果的に活用したいと考えております。以上です。 

【濱田係長】： 

管理運営係からご質問いただいた内容についてお答えします。教育研究所は、昭和 59年

に竣工されています。ですので、現在のところ 41年を経過しました。FM推進課で、公共施

設の保全計画や管理計画を行っていますが、全体的に 70年で建て替えということで、今の

ところ考えられています。教育研究所・南図書館は１つの建物で複合施設ということになっ

ています。あと南体育会館についても、実は廊下でつながっていて、教育研究所、南図書館、

南体育会館については、消防法上は１つの防火対象物ということになります。それぞれ防火

管理者がいますが、統括の防火管理者ということで、教育研究所長が３館の統括防火管理者

になっております。南体育会館も、教育研究所の一年前、昭和 58 年に竣工しているので、

建て替え時期も 70年ということで一緒になると思います。まだ、具体的な建て替え計画の

話はないので、今後 70年で建て替えということが考えられる場合には、またこの敷地に建

てるかどうかもわかりませんが、今後人口も減少していく中で、１つの建物で３つなり４つ

なりの複合施設形で、施設計画を考えていくような形になるのではと想像しております。以

上です。 

【岸上指導主事】： 

続きまして、Google アプリの活用研修の件についてです。本年度はオンラインと対面で

のハイブリッドの研修として、小・中・高・特別支援学校の校種で 40人程度の研修を行い

ました。そのうち、研究所に来られたのが 15人ぐらいでした。ハイブリッドで実施するこ

とで、苦手な方は実際に来て操作を指導主事と一緒に見ながら、研修を進めてまいりました。

内容は Googleアプリのスライドや、クラスルームの使い方。あと、Googleフォームの使い

方について、一から手順を追って使い方の研修を行い、あとは具体的な活用について研修を

させていただきました。オンラインについては Google ミートを使っていますので、100 人

規模はいけると思いますが、一応 50名を定員とはしています。ただ大きな画面で１つの端

末を繋いで、学校内で複数人が研修を受講されている学校もあったので、そういった対応も

可能であると思っています。以上です。 

【山崎議長】： 

よろしいでしょうか。そのほか質問がありましたらお伺いします。ないようですので、ご
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意見を伺いたいと思います。ご意見のある方は挙手をお願いします。 

【三宅校長】： 

お願いします。いつもありがとうございます。冒頭杉戸所長をはじめとして、とにかく現

場を大切にしてくださっているというのを、本当に日々感じております。本当に感謝しきれ

ないぐらいだと思っています。何点か意見というか、できるかできないかは別ですが、お伝

えします。理科教育の最後に薬品管理というのがあるのですが、中学校でも薬品管理で教員

の異動があったり、昔からいる先生がすごい物を残していたりとかいうのがありまして、私

は２年前に監査が入ったのですが、若い先生ばっかりになってしまっていて、どうしようも

なくなり、その時に研究所の指導主事に来ていただいて、お手伝いいただいたということが

ありました。薬品管理は毎年やっているものですが、どうしても中学校で担任業務など、他

に色々とやることがあるので、薬品管理については外注ができないのかなと思います。全部

確認しないといけないのは分かっていますが、誰かが来て見ていただき、片付けや廃棄も含

め、やっていただけるとだいぶ先生たちは助かると感じたので、一応言わせてもらいます。 

続いて、人権のことは先ほどのお話で川崎市の話もありましたし、田戸小学校の人権感覚

というところで田山さんからお話がありました。今本当に、横須賀だけではなく、全国でわ

いせつ事案であったり、体罰事案が起こっているというようなことも含めると、教職員課や

指導課が出しているコンプライアンスマニュアルも含めて、タイアップしていかないとい

けないと感じています。本校のやり方が悪いか分かりませんが、どうしても校務分掌上、校

内の仕事で人権教育担当を割り当てると、年配の方が中心となっていたりします。しかし人

権教育担当はそういうものではなくて、さっきお話がありましたが、先生の声かけのことで

あったり、我々服務の規制であったりというところと、一緒になって考えていかなくてはい

けないのかなという感じがとてもしました。人権教育担当だけではなく、もっと我々の服務

も含めたところに一括でできると、今後もそれは大事になっていくかなと感じたので、意見

として言わせていただきました。 

あと、ICT活用推進事業で岸上先生からお話がありましたが、とてもありがたいなと思う

のは、オンデマンドで先生方が知りたい情報を知りたいときに確認できることをやっても

らえると、先生たちは研修の時間に拘束されずに、「これを見たい」、「これを今知りたい」

というのが、自分の時間帯に合わせて見られるというところです。岸上先生から、もっとよ

り分かりやすく、負担にならない学校のニーズに合わせてというお言葉を聞いて、とてもあ

りがたいなと感じたので、ぜひそのような取り組みをどんどん進めていただけるとありが

たいと思います。 

最後です。整備担当事業で電子黒板の導入という話がありました。35 人学級も含めであ

りますが、電子黒板を先生方がよく使うようになると、教室だけではなく、例えば音楽や美

術などで本物を見せるという意味では、特別教室に電子黒板があるとありがたいというの

をとても感じているところです。同時に、これは別の話になりますが、先日、小中一貫で鈴

木指導主事にも来ていただいたのですが、鶴久保小学校の授業を見させてもらいました。小
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学校の先生方がモニターと Chromebookをつないで授業を行っていて、「これ気の毒だな、中

学校は今一発でできるのに」と感じました。先生方はあれば使えるという状況が本当にでき

ているので、教室だけじゃなく特別教室も含めて入れていただけると、また先生方の ICTの

活用も増えていくのではないかなというのを、感じたところです。色々と意見というか要望

ばかりになってしまいますが、ぜひよろしくお願いします。本当に常に現場を第一に考えて

いただいて感謝しております。ありがとうございます。 

【山崎議長】： 

ただいまのご意見に何か見解があればお願いします。 

【淺見指導主事】： 

理科の薬品についてありがとうございます。イントラの「理科なび」にも載せていますが、

希望すれば指導主事が訪問をして、大体５年に一度薬品廃棄をしていますが、次回廃棄する

薬品と、今使いたい薬品の仕分けの手伝いはできますので、ぜひ活用していただければと思

います。以上です。 

【山崎議長】： 

ありがとうございました。そのほか、もしご意見がありましたら、よろしいでしょうか。

最後にお一人ずつお話はいただきますが、今ご意見としてこの場では大丈夫ですか。  

【新田校長】： 

研究も調査も、ICTの機器の整備も、本当にありがとうございます。本当に学校では、ICT

に関しては先ほどの電子黒板の話がありましたが、先生方本当によく使っていて、様々な場

面に複合的につながり始めていて、とても活用されていると思います。研修については、OJT

としてペアを組んで、メンター・メンティを組みながらやっている研修というのはとてもよ

いようです。意図的にやることによって、実際聞けないことが聞けたり、学び合ったりとい

うことで、レポートを見るととても学び合っていることがわかり感謝しております。 

要望ですけれども、事前の意見にも書いたのですが、研修の時間をもっと長くしてほしい

と思います。これは賛否あると思いますが、スキーでも教わったあと、何本リフトに乗るか

ということが大事だと思います。研修の中で一旦定着させようとすると、民間でやっている

ように午前中座学、午後、それをもう一回身につけるためのワークをやっていく。そういう

スキルアップを本当にかけるとしたら、授業についても、主体的・対話的に学ぶ授業、進め

る授業というのであれば、座学と実際に授業をやってみるという、模擬授業というようなも

のをやっていかないと、アウトプットばかりがではなくて、教師の定着、新しいスキルを身

につけるという、マインドが変わってくる。そういう研修をきっと嫌がるかと思うのですけ

ども、でも意味あるから、そこでできればまたやりたいと思うのだと思います。そして、指

導主事の皆さんも、それを回していくというスキルもまた身につけていかざるを得ないと

いうのは本当に大変だと思いますが、そういう研修がないと学校に帰ると忘れてしまう。そ

ういう研修があるとよいと思っています。特に今、教育の課題がたくさんありますが、それ

を学校に、職場に持っていったときに、そういうことを教員がみんなで力を合わせて協働的
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にやっていく技術そのものがまだ身についていない。要するに、教員が主体的、対話的に新

しい技術を身につけたり、話し合いをしたりするスキル自体もやはり変わってきているの

で、そこも身につけていく必要があるのかなと思うと、少し尺の長い研修を立ち上げる、そ

して予算も一桁違うぐらいの予算がかるようになってほしい。そういうのがあるといいだ

ろうなと思った次第です。以上です。 

【山崎議長】： 

はい、ありがとうございました。何かよろしいですか。はい、どうぞ。 

【浦嶋校長】： 

２点お願いします。本当にいつも色々と、ありがとうございます。先ほど質問しようかど

うかって思ったところがあるのですけど、ただ、年次研修について本当にきめ細かくやって

いただいて、学校としては本当にありがたく思っています。なかなか、いろんなことに立ち

返って考える場が、学校にはなかなかないのですけど、年次研修を通して、その場を提供し

ていただいていることは、本当に学校として、人材育成という面でもありがたいなと思って

います。要覧の６ページなのですが、授業づくりワークショップ研修というのが、私の記憶

だと年次研修の後に希望者だけが行っている研修だったかと思います。どれぐらい希望し

ているかを教えていただきたいです。とてもよい研修だと思うので、私はどんどん受けたほ

うがよいと思うのですが、結局この年次研修が終わった後の時間なので、帰ってしまうのか

なとも思いますが、今の年次研修の人たちがどのぐらい割合で参加しているのか、教えてい

ただけるとありがたいです。もしあまり参加率が高くないのだったら、校長として参加を促

していきたいなと思うことが１つです。 

もう１つは、GIGAの関係ですけれども、こちらの校長会のほうの GIGA委員会というとこ

ろは、今年はとても機能していまして、本年、端末の持ち帰りの４月の件に関しては、非常

に小学校現場としては大変でした。急に入ってきたことでやらなければいけないというと

ころで、校長会の GIGA委員会で非常に対応していたので、なんとか受けることができまし

た。例えば、具体的に持ち帰りの同意書についても、校長会のほうで先に情報が来て、私た

ちはそれを基にどんどん進めていって、本当に申し訳ないのですけれど、ある程度小学校の

ほうで進んでいる後で、研究所からお知らせがあり、「いや、遅い」というのが実感でした。

その辺りの連携とか、もしかしたら学校の情報教育担当とは、情報共有があったのかもしれ

ませんが、情報教育担当者会と現場とがちょっとうまく機能していないところもあり、情報

教育の担当は分かっているけれど、管理職のほうにあまり伝わってこないという状況もあ

りました。ですので、GIGA をどんどん進めていく中では、この研究所さんと現場等がもう

少しうまく連携できたらよかったかなと思います。今回、川崎市のほうへ GIGAの指導主事

の先生とも一緒に行かせていただいた中で、GIGA スクールの構想について、川崎市ではか

なりしっかりしたものがあって、子どもにどういう力をつけるために何をするかという、そ

の理念のところに、これは研究所のお仕事ではないのかもしれませんが、指導課とも連携し

ながら、そういうものができていたらいいのかなと思います。さらに、今、生成 AIのこと
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で、所見についての活用についても、もう既にこの間、校長会には GIGA委員会のほうから

提案があって、部会の委員会のほうから情報提供があったので、早速本校でもやっていこう

と思っているところです。自分なんかはあまり GIGAには詳しくないのですし、全ての校長

が詳しいわけではないので、研究所からもこういった情報提供がもっとあるとよかったで

す。教頭とも一緒にやっていた学校はあると思いますが、あまり見えてない。私の肌感では

校長会側の主導だった印象があります。今後どうぞよろしくお願いいたします。 

【山崎議長】： 

今の件に回答を、見解ありましたら回答お願いします。 

【伊東主査指導主事】： 

授業づくりワークショップ研修の件につきまして、ご質問いただきありがとうございま

す。本年度は教職１年経験者、２年経験者、５年経験者の研修が終わった後に時間を設定し

ました。参加者は一番少ない時で１人、一番多い時で８名から 10名近く残っていただいた

というところになります。我々としてもやはり授業づくりに関すること、先生方が一番求め

ているところということで、授業づくりワークショップを設定している中で、できるだけ多

くの方に参加してほしいなと捉えております。受講者の方にもアンケートを取ったりしな

がら、どのような形が一番よいかという中で、終わった時間にあるというところは気にされ

ている方が多いという印象があります。我々としても、終わった時間の後なので、残ってく

ださいということがなかなか強く言いづらいところはあります。また、学校でもその辺りを

加味していただいて、個別に声かけしていただいている学校もあります。その辺りも情報を

交換させていただきながら、特に授業づくりというところは先生方にとって一番大きなウ

ェイトを占める部分ですので、ニーズに合った形で、できるだけ多くの方が参加できるよう

に次年度も頑張っていきたいと思います。 

【田山主査指導主事】： 

先ほどの新田校長先生のお話とつながる部分かと思いますが、この授業づくりワークシ

ョップ研修については、研修の時間がどうしても決められている中で、その後授業について

話したいとか、そういったアウトプット、ファシリテーション、ワークショップ、そういう

時間を確保するために、時間外というところで研修させていただいています。先ほど伊東か

らも話がありましたとおり、時間外の設定ですので、なかなか校長先生方も無理には押し出

せないところはあるかと思います。しかし、時間外であっても、休日であっても、多分行き

たい講演会などには、それぞれ先生方行っていると思います。伊東の話にもあったとおり、

時間外であってもそれに参加したいと思えるような魅力的な研修になるように、今後も検

討してまいります。ご意見ありがとうございました。 

【岸上指導主事】： 

ご意見ありがとうございました。本当にもっともっと発信していくべきだったかと思い

ますし、小学校の特別委員会に教育情報担当としても参加させていただいて、こちらの思い

もお伝えして、それをさらに受け止めていただいているというところもありましたので、引



10 

 

き続きもっと連携をさせていただきます。 

【山崎議長】： 

では続きまして、議題の「２ 今後に向けて」に移ります。今後の教育研究所の諸事業に

ついての意見、要望などについて、本年度の懇談会はこれが最後になりますので、委員の皆

様全員より何かありましたらお話をいただければと思っています。お一人２分以内で簡潔

に済ませてください。よろしくお願いいたします。では、三宅委員からお願いします。 

【三宅校長】： 

ありがとうございます。先ほども申し上げたとおり、現場を大事にしていただき、ありが

とうございます。１回 ICTが繋がらなくて使えなかったときも、すぐ対応していただいて本

当にありがたく思っています。先ほども言ったとおり、ぜひ今後も職員の成長も含めて、働

き方改革もあるので色々な意味で大変だと思いますが、先生方もお体を大事に頑張ってく

ださい。 

【米持校長】： 

今、時間外の研修について話題になっていましたけど、こういう働き方改革みたいなこと

が言われてないころは、教員も色々な時間外の研修に、興味を持ったら出かけていたと思い

ます。でも今の時代、やはり時間と時間外の区別をしながらワークライフバランスを考えて

生活しているのが今の教員だと思います。ただ、そっちばっかり言っていると、せっかくよ

いものがあっても気づかないで通り過ぎてしまうと思うので、私はやはり、「研修時間外だ

けど、行ってみたらどう」というのは必ず言うようにしています。校長だから「時間外に絶

対に行け」とはとは言えないけど、でも「行ってみたらどう」「やってみたらどう」という

声かけを学校の中でしていくことは、大切だと思っています。 

もう１つ話は変わりますが、理科室の活用について少し意見を申し上げます。理科室の活

用を研究所の中でもやっていただいていますが、よい活用をしている学校があったら、その

学校の理科室で夏の研修会を打ってみたらどうかと思います。そうすると、集まってきた理

科に関する先生方が、他校の理科室を見て、そこで学ぶと思び、刺激を受けると思います。

研究所の理科室に連れてきて見せても、研究所の理科室だからというところを感じる方も

いると思います。でも、実際の学校で「こんな運用されている」とか、「こんないい点があ

るんだ」という、気づきがきっと刺激になると思います。そういう現場での研修というのも、

理科室の研修については考えていただけたらと思っております。以上です。 

【浦嶋校長】： 

先ほど話をさせていただいたので改めてはありませんが、先ほどワークショップ研修の

参加者が１人というのは少し衝撃でした。時間の問題はなかなか難しいと思いますけど、本

当にご協力いただいて助けていただいていると思いますので、今後どうぞよろしくお願い

いたします。 

【新田校長】： 

今日、うちの２年目の社会科の教員が、横浜国大付属に行っていますが、やはり若いうち
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に学び癖をつけると、学ぶのが楽しいという思いで、アウトプットも変わってくるだろうと

思います。そういう実際大切なことを研究所でやっていただいている。それをまた支える

ICT整備もされているので、また次年度素晴らしい運営をしていただいて、我々を支えてい

ただければと思います。 

【鈴木課長】： 

先ほどの本年度の事業をご報告いただく中で、資料の中でもそうですし、説明の言葉の中

にも、「教育指導課と連携して」ということは随所に出てきていたかなというふうに思いま

す。この会に参加するたびに、連携して取り組むことの大切さを再認識させられるわけです

が、ただ、言葉で連携して取り組むというのはとても簡単ですが、本当にそれは効果的にで

きているのか、お互いの専門性を大事にしつつも同じ方向を向いて取り組めているか、とい

うことは今後も見ていきたいと思います。 

【山崎議長】： 

ありがとうございました。では最後に、私からも要望を含めてお話しさせていただきます。

本当に日頃から両課長をはじめ、指導主事の皆様方においては、各学校で非常に手厚く、ま

た寄り添った対応をしていただきましてありがとうございます。感謝申し上げます。いくつ

かお話しさせていただく中で、学習指導案の更新について先ほど田山主査からありました

が、先日早速拝見しました。非常にコンパクトになって、これからさらにブラッシュアップ

を図っていただければと思っています。 

それから、この前校長室の中で書庫を見ていたら、山積みになった指導要録が紙でありま

した。これはデータ管理にできないかなと思いました。今、健康診断表はデータ管理になっ

ていると思います。指導課にも関係してくると思いますが、確か学籍簿が 20年、指導に関

する記録が５年だと思いますが、そういうのも全てひっくるめて、同じようにデータ管理が

できたらありがたいというふうに思います。学校情報化推進部会もあるので、もし取り上げ

ることができたらよいと思います。 

それから研修の話です。基本研修で、どの研修も授業力向上のための時間は非常に充実し

て費やしていただいていると思っていますが、授業力向上と合わせて、指導力の向上も図っ

てほしいと思います。既にやってらっしゃるかもしれませんが、例えば子どもたちと先生の

クラスの信頼関係とか、また雰囲気づくりとか、あとは学年単位での取り組みを進めていく

動かし方とか、そういった先生の指導力的なものも二本柱で進めていただくと嬉しいと思

っています。あと、次年度から横須賀研究日がスタートするわけですけれども、ぜひ年次研

修の場で来た先生方に、任意ではあるけれども、研究会に所属するメリットを皆さんにアナ

ウンスしてほしいなと思っています。授業技術であるとか、また学力向上につながる実践と

か、他校の情報共有とか、そういうものがメリットとして考えられると思うので、ぜひ積極

的に、経験の浅い先生方に、お話を進めていただければありがたいと思っています。私のほ

うからは以上です。では以上をもちまして、議事を終了いたします。皆様のご協力ありがと

うございました。 


